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ふれあい農園報告
会員卓話
会員増強委員会担当例会
法定休会
クラブ運営について
青少年奉仕委員会担当例会
市長卓話

総 会 員 数
欠 席 者 数

出 席 率
前回ﾒｰｷｬｯﾌﾟ
前回修正出席率

　　　　　　　 10 名　遠藤 , 成田（雅）, 圓浄 , 武田 , 清水
　　　　　　　　　　　  宮澤 , 津田 , 石川 , 樋口 , 宮岸各会員

１名　圓浄会員

　２月２５日(火）
　３月　４日(火）
　３月１１日(火）
　３月１８日(火）
　３月２５日(火）
　４月　１日(火）
　４月　８日(火）

30 名  （出席免除者１名中 0 名出席）

６５，５２％

７２，４１％

NO.3047 第 24 回例会

例 会 案 内 例会案内「２月～３月」

出 席 報 告

担当：社会奉仕委員会

会 長 報 告

２月 18 日例会

■羽幌ＲＣ・赤平ＲＣより会報及び例会案内
■深川を緑にする会より 41 回総会案内
■ＲＣ手帳の購入案内
■地区財団委員会 Take action ツアー報告
■ザロータリアン誌英語版の送付

ふれあい農園報告

RI2510 地区

https://mypage.fukanavi.com/rotary/

古田 1 日幹事前例会幹事報告

富永 1 日会長

　2024-25 年度会長エレクト研修セミナー、地区
研修 ･ 協議会が 3 月２３日、24 日ロイトン札幌
で開催されました。例年の流れでは会長研修セ
ミナーと地区研修協議会は３月と 4 月に開催さ
れていましたが今年度はそれらが合わさって 2
日で開催されました。また資料などもほとんど
が QR コードで自身でダウンロードする形となり
色々な形での転換期となったような気がします。

ロータリーの
マジック

ス マ イ ル Ｂ Ｏ Ｘ 累計 239.000 円

轡田 PAG　母の葬儀にあたりお世話になりました
富永会員　本日 1 日会長です
古田会員　1 日幹事よろしく

　2 月 18 日 ( 火 ) 第 3046 回 23 回目の深川
ロ―タリークラブ例会を開催いたします。
本日はアルコール無しの夜例会となりますの
でよろしくお願いいたします。
　今日は一日会長・幹事例会という事で、会
長を務めさせていただきます富永でございま
す。
　先日、森例会担当委員長よりご指名を頂き
会長として一日務めさせていただくことにな
りました。深川ロ―タリークラブに入会し２
年 2 カ月日となり、前年度は一日幹事、そし
て今年は会長をさせていただける、本当にこ
のような機会を与えていただき大変光栄に存
じます。
　通常例会にて飛弾野会長が行っていること
は幾度となく見て解つているものの、進行の
順序及び失言・失語など、会員の皆様には大
変無礼があるかもしれません。
　是非、皆様方の暖かい大きな気持ちでお許
しいただければと存じます。先日の 2 月 12
日 20 時頃、納内の市道にて死亡交通事故が
ありました。場所は納内の市道で情報によれ
ば、道路上で横たわつている方をひいてしま
つた、亡くなられた方は自分の車の横で路上

にいたとのこと
です。近くに住
む 60 歳、事故を
起こした方は 30
歳だそうです。
ハンドルを持ち、
車を動かす以上
は誰にでも起き
うることだと思
い、自分自身も
運転中は気を引
き締めなければ
と改めて感じま
した。

Fukagawa Rotary Club
深川ロータリークラブＲＩ第 2510 地区第１グループ

https://mypage.fukanavi.com/rotary/

古田 1 日幹事　富永 1 日会長

（火）

月 　 　日



■例会場 ラ・カンパーニュホテル深川

■事務局 〒074-0004深川市4条９番40号          

　プラザ深川３Ｆ ℡(0164)34-6228 

深川
Ｒ  Ｃ

委 員 長

副委員長

森　　 隆 江
富 永 隆 夫

会　長　飛騨野貴広　   会長エレクト　伊東由紀夫   　   副 会 長    木 村  喜 芳
幹　事　平 瀬　　文男    　副      幹     事    宮  澤   孝  司          会       計    廣 上    晃  士　 

■ URL Ｈ ttp://mypage.fukanavi.com/rotary/ ■ Mail  fukagawa- ＲＣ @club502.jp

■例会日　毎週火曜日

■姉妹クラブ　南海ＲＣ（韓国）

■第２５１０地区第１グループ
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今
現
在
、
ト
ヨ
タ
車
の
納
期
が
か
か
り
す
ぎ

る
、
も
し
く
は
買
え
な
い
車
種
が
多
す
ぎ
る
な

ど
、
お
客
様
か
ら
様
々
な
意
見
を
頂
い
て
お
り

ま
す
。
我
々
販
売
店
は
半
導
体
不
足
の
為
と
聞

か
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
真
相
を
私
な
が

ら
深
堀
し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。
減
産
の
理
由

は
ト
ヨ
タ
の
生
産
方
式
に
も
深
く
通
ず
る
と
こ

ろ
で
す
。
車
の
生
産
は
３
万
点
以
上
部
品
を
組

み
立
て
て
出
来
上
が
る
、
１
っ
で
も
欠
品
が
あ

る
と
作
り
上
げ
る
事
が
出
来
な
い
の
で
す
。

　

ム
ダ
の
徹
底
的
排
除
の
思
想
を
掲
げ
た
ト
ヨ

タ
生
産
ジ
ャ
ス
ト
・
イ
ン
・
タ
イ
ム
⇓
必
要
な

も
の
を
必
要
な
時
に
必
要
な
だ
け
つ
く
る
と
い

う
も
の
で
す
。
部
品
の
生
産
は
海
外
で
も
行
わ

れ
て
お
り
、
東
南
ア
ジ
ア
で
も
多
く
の
工
場
を

持
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
か
ら
世
界
中
に

感
染
を
起
こ
し
た
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
や
世
界
情

勢
や
紛
争
等
の
影
響
は
相
当
に
あ
り
ま
す
。
も

し
こ
れ
が
日
本
国
内
で
す
べ
て
賄
え
る
よ
う
に

な
る
と
ど
ん
な
事
が
起
こ
る
で
し
よ
う
。
想
像

で
す
が
、
車
の
価
格
が
３
倍
く
ら
い
に
な
る
と

考
え
ま
す
。
そ
の
前
に
働
き
手
が
足
り
な
く
不

可
能
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
ど
う
考
え
る
で
し
よ
う
か
。
た
だ

明
る
い
話
題
は
、
国
内
で
の
半
導
体
の
工
場
が

２
っ
出
来
る
事
、
こ
れ
に
よ
り
、
次
世
代
半
導

体
も
し
く
は
次
世
代
パ
ワ
ー
半
導
体
の
生
産
枠

が
増
え
る
事
で
す
。
昨
今
自
動
車
業
界
は
交
通

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
自
動
ブ
レ
ー
キ
や

自
動
運
転
装
置
の
開
発
に
試
行
錯
誤
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
高
度
な
技
術
を
行
う
た
め
に
は
高

度
な
半
導
体
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
簡

単
に
作
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら

今
現
代
な
の
に
と
の
考
え
は
あ
り
ま
す
が
、
事

情
を
考
え
る
と
大
変
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
の

が
現
状
と
思
い
ま
す
。
更
な
る
心
配
事
は
ト
ラ

ン
プ
氏
が
掲
げ
た
ア
メ
リ
カ
輸
出
の
自
動
車
関

税
２
５
％
で
、
調
べ
て
み
る
と
日
本
か
ら
ア
メ

リ
カ
ヘ
輸
出
し
て
い
る
年
間
台
数
は
２
０
２
３

年
現
在
１
９
万
台
、
台
当
た
り
単
価
５
０
０
万

だ
と
仮
定
す
る
と
関
税
１
２
５
万
、１
２
５
万

×
１
９
万
台=

２
３
７
５
億
円
と
な
り
、
素
人

考
え
で
も
大
変
な
事
と
感
じ
ま
す
。
こ
の
形
響

は
直
接
我
々
に
影
響
が
あ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん

が
、
何
ら
か
の
影
響
が
出
て
く
る
こ
と
は
否
め

ま
せ
ん
。

こ
ん
な
世
の
中
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

思
う
存
分
楽
し
み
ま
し
よ
う
。

以
上
、
一
日
会
長
卓
話
と
い
た
し
ま
す
。

　

古
田
一
日
幹
事

　

本
日
一
日
幹
事
と
い
う
こ
と
で
卓
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
古
田
で
す
。
一
昨
年
、
一
日
会
長

を
仰
せ
つ
か
り
、
大
体
３
年
で
転
勤
に
な
る
も

の
で
、
も
う
出
番
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
前
任
の
成
澤
ほ
ど
長
く
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
気
付
け
ば
私
も
深
川
勤
務
４
年
と
な

り
、
今
回
、
立
場
を
幹
事
に
か
え
て
再
登
場
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

電
力
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
前
回
は
ロ
シ
ア
が
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
軍
事
侵
攻
し
て
一
年
経
過
し
た
時
期

で
し
た
。
食
料
、
経
済
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
様
々

な
方
面
に
影
響
が
出
て
い
た
時
期
で
、
電
気
に

つ
い
て
も
今
後
値
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と

の
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
加
え
パ
レ
ス
テ
ナ

で
も
紛
争
が
あ
り
、
中
台
関
係
も
緊
張
感
が
高

ま
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
不
安
定
な
国
際
情
勢

が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
米
国
で
は
ト
ラ
ン

プ
氏
が
大
統
領
に
返
り
咲
く
な
ど
、
米
国
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
に
関
わ
る
政
策
が
大
き
く
転

換
さ
れ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
各
国
の
平
和
を
望
む

と
と
も
に
、
早
く
国
際
情
勢
が
安
定
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
調
達
価
格
が
下
が
る
こ
と
を
願
う
し
か

な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
悪
い
話
ば
か
り
で
は
な
く
北
海
道

で
は
、
次
世
代
半
導
体
工
場
や
、
大
型
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
等
の
大
規
模
な
電
力
需
要
を
伴
う
お

客
さ
ま
の
道
内
進
出
計
画
や
再
エ
ネ
電
源
・
蓄

電
池
の
連
系
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
電
力
需
要
の
増
加
や
電
力
系
統
の

変
化
に
着
実
に
対
応
し
な
が
ら
、
お
客
さ
ま
に

電
気
を
安
定
的
に
お
届
け
す
る
こ
と
で
、
北
海

道
の
継
続
的
な
発
展
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

電
力
の
安
定
供
給
は
、
当
社
の
変
わ
ら
ぬ
使

命
で
す
が
、
昨
年
、
清
水
会
員
が
一
日
幹
事
を

さ
れ
た
と
き
、
業
界
の
人
材
不
足
に
つ
い
て
お

話
し
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
電
力
に
お
い
て
も

新
卒
者
の
採
用
人
数
未
達
が
続
い
て
お
り
、
若

年
者
の
早
期
退
職
も
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
社
員
は
地
域
の
電
気
を
守
る
と
の

使
命
感
を
も
っ
て
業
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
で
終
わ

り
ま
す
。ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1 日会長・幹事


